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核内レセプターの新規リガンドの設計と合成 
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【目的】演者らはこれまでに核内受容体の新規な非天然型のリガンドの設計と合

成を行ってきた。今回、ビタミン D レセプター（VDR）のリガンドとして 1 のよう

な基本骨格を有する新規リガンドの設計と合成を行った。また、RAR の新規リガン

ドの設計と合成についても報告する。 

【方法および結果】活性型ビタミン D3が結合した VDR の X 線構造を基に、特に疎

水相互作用、水素結合を考慮し、リガンドのデザインを行い、合成を行った。Fig.1

に設計し合成したリガンドと VDR の結合モデルを示した。生理活性についても合

わせて報告する。 

 
  
 
 
 
 
 
 
 

Fig. 1 
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